　　　　　　　　　　　　　　　　譲渡担保設定契約書

第１条　株式会社山田工業（以下「甲」という。）は田中商会株式会社（以下「乙」という。）に対し、平成＊＊年＊＊月＊＊日付金銭消費貸借契約に基づき、本日現在金＊＊円の元本債務（利息＊＊％毎月末日払い、元本は平成＊＊年＊＊月以降毎月金＊＊円ずつ２０回払いにて分割返済の約束）を負担していることを確認する。

第２条　乙は甲に対し前条の債務担保のため、乙所有に係る別紙担保目録記載の機械器具（以下「本物件」という。）の所有権を甲に譲渡し、占有改定の方法により本日同物件の引渡しを完了した。

第３条　甲は乙に本物件を無償で貸与し、乙がその用法に従い使用することを認める。

第４条　前条の使用に際して乙は本物件の修繕費を負担し、その維持補修を完全に行い、本物件の価値を減損せしめるような行為をしない。

第５条　下記の事由が発生したときは、本物件の使用貸借契約は通知催告を要せず解除され、乙は本物件を返還する。

（１）乙が第１条の債務につき分割金の返済あるいは利息の支払を１回でも怠ったとき

（２）乙につき手形不渡りの事実があったとき

（３）乙につき破産、会社更生、民事再生などの申立のあったとき

（４）第三者から仮差押、仮処分、強制執行などの手続がなされたとき

（５）その他本契約に反する事実のあるとき

第６条　乙は、本物件につき、常時これが甲所有物件であることを公示する表示を設置しておく。

第７条　本物件の使用貸借契約が解除されたときは、甲は乙より本物件の引渡しを受け、これを任意の方法により売却処分し、その代金をもって乙に対する第１条の債権に充当することができる。不足額はさらに乙に請求することができる。

第８条　乙が第１条の債務を完済した場合は、甲は乙に対し本物件の所有権を移転する。

上記のとおり本契約が成立したので本証書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　債権者（甲）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社山田工業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　債務者兼設定者（乙）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中商会株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　田中五郎　印

